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会長・理事 服部佳苗
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＜団体所在＞ 神奈川県藤沢市

＜設立年度＞ 平成30年１月１日 任意団体ピアサポートF.A.cafe発足

平成31年４月１日 NPO法人ピアサポートF.A.cafe発足

＜団体構成＞ 10名のボランティアスタッフ、5名の顧問

＜活動内容＞ アレルギーの社会啓発、ピアサポート活動

＜財 源＞ 収益事業を持たない患者会活動のため助成金や
活動にご賛同いただいている皆様からのご寄付

＜きっかけ＞ 食物アレルギーサインプレートをつけて幼稚園遠足に参加
2



大人に守られていた患児も、
いずれ自分で判断し対応できるように
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大人が
全力で守る

大人が守る
大人を真似る

自分で伝える
大人が手伝う

自分で対応
大人が見守る

自分で判断
自分で対応

令和３年度 即時型食物アレルギーによる健康被害に関する全国実態調査



WAM成果物：食物アレルギーサインプレートの普及

全国47都道府県アレルギー疾患拠点病院ならびに食物経口負荷試験実施病院（６００施設）で
食物アレルギーの診断を受けて食物除去が必要な患児に配布
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クラフトを通じて自覚と理解を促す

WAM成果物：食物アレルギーサインプレートの普及
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アレルギーを受け入れる、
その為に正しく理解し納得する

※コロナ禍以前のワークショップの様子



WAM申請の背景

• 患児の除去給食への興味

• 遠足のお菓子交換時の注意喚起

• 患児の調理実習見学への疑問

• 患児が持っている薬への関心

• 学校管理指導票に基づいた対応

• 保護者と学校管理職の話合い

• 管理栄養士の除去給食対応献立

• 養護教諭の理解と生活支援

【食物アレルギーの子ども同士で支え合う事業】

正しい診断を受けた患児に
学校側の温かい対応

日々接するクラスメイトの
疑問や関心にも応えたい

実際に一緒に過ごす時間が多く、常に一番近くにいるのはクラスメイト。
それならば食物アレルギーを学級内で学び、クラスメイトに理解してもらい、
納得を得られることが、より安心安全で、心の負担が少ない学校生活に繋がる

新型コロナウィルス感染拡大

出前授業・イベント → 啓発教材作りへの計画変更
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園や学校の先生からクラス全体へ啓発教材を

用いてFA のお話をすることをどう思いますか？
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入園入学マニュアル
（令和3/4年度配布数２万部）

●小学校へ配布
藤沢市、平塚市、岡山県浅口市、里庄町、
宮城県気仙沼市、岩沼市、大阪狭山市、和泉市
その他全国の小学校18校
●イベントで配布
川崎市、長崎県
●その他
管理栄養士を養成する大学の研究室
医療機関で保護者へ

アレルギー啓発教材セット
（令和3/4年度配布数400セット）

実際に食物アレルギー啓発の多くを担う養護教諭
向け雑誌に掲載し、全国から300セット取り寄せが
あった
令和4年度はアンケートの声を取り入れ動画を改訂

WAM成果物：低学年向け食物アレルギー啓発教材

低学年向け
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「なぜメニューがちがうの？」

こどもの疑問を受け止めて丁寧に答える

WAM成果物：低学年向け食物アレルギー啓発教材
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アレルギー対応ってよく聞くけど

誰がどうやって決めているの？
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食物アレルギー対応委員会の設置

給食献立の事前配布・打合せ
アレルゲン除去メニューの決定
必要に応じて代替食品の持参

調理師

担任 保護者

患児

医師

養護教諭

栄養士

WAM成果物：低学年向け食物アレルギー啓発教材



クラスメイト

患児
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「患児はこども社会の中で生きている」

傍にいる同級生の理解が一番の支え

医師

保護者
担任

調理師
養護教諭

栄養士

WAM成果物：低学年向け食物アレルギー啓発教材



「食物アレルギーは好き嫌いとはちがう」
大人には常識でも、児童は知らない

• 医者と相談して食べる物を決めている

• 嫌いなものをぬいているわけではない

• 特別な食事ではない

• アレルゲンが食べられるようになった
ら、 みんなと同じ給食になる

WAM成果物：低学年向け食物アレルギー啓発教材
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成長とともに新しい出会い、広がる世界
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中学生(n=46)

高校生(n=22)

それ以上～20歳…

FAが行事参加に

影響すること／したことはありますか？

はい いいえ

n=92

FAが行事参加に影響する／した理由
（自由記述 回答数 63)

自分の行動の制限 12人

持参食品の準備 8人

食事の下調べ 8人

参加ができない・断られる 6人

その他 救急医療機関の下調べ
仲間の行動の制限
保護者の付き添いを求められる

当会アンケート調査①： F A患者の移行期における調査

調査内容： FA患者の移行期における社会活動、受診状況、周囲の理解・協力についての調査

対象者 ： 中学１年生～20歳のFA患者・非FA患者本人

調査方法： WEBアンケート・無記名式

設問数 ： 全25問（FA患者25問／非FA患者13問）

調査期間： 令和３年１０月８日～３１日（２４日間）

回答数 ： １６２件



当会アンケート調査②：社会活動
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中学生

高校生

それ以上～20歳

家族以外の人と外食時に

FAで困ったことはありますか？

はい いいえ

n=92

外食時にFAで困ったこと
（自由記述 回答数 52)

店舗に関して 52人

選択肢が少ない

下調べが必要・ふらっと入れない

表示の確認ができない・大変

食べられるメニューがない・少ない

友人との関係 30人

気を遣わせる・断りづらい

アレルギーを伝えるのがつらい

その他

外食を理由に仲間外れにされる
食べられないものを勧められる
シェアできない
症状・アナフィラキシーが不安



WAM成果物：高学年向けアレルギー啓発教材

高学年向けアレルギー啓発教材

●小学校
藤沢市、平塚市、宮城県気仙沼市、
岡山県浅口市、里庄町、大阪狭山市
和泉市他

●全国のサインプレート配布協力
医療機関560施設に送付・掲示

●2023年度当会ホームページにて
取り寄せを開始し全国の小学校へ
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WAM成果物：高学年向けアレルギー啓発教材
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WAM成果物：高学年向けアレルギー啓発教材
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アレルギー専門医らの推薦により日本ア
レルギー学会と日本小児アレルギー学会
の後援をいただきました。

WAM事業の成果 – 信頼

東京都主催の飲食店事業者向け講演会で
患者の立場から飲食店事業者への講演を
拝命しました。
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WAM事業の成果 – 事業化

2024年春に向けて、食物アレルギー啓発教材セットの内容を改訂し、
啓発教材を出版する計画を進めています。
販売することで、必要とする学校、患者に届けることが可能になります。
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WAM助成を活用したメリット

自分たちの活動の可視化

申請書作成
活動の目的や社会的意義を確認

• 何をしたいのか

• なぜ必要なのか

• 目的・目標を語れるか

• 将来どうなりたいか

• 誰かを支えているか

予算書作成・会計報告
経費の意識と知識を養う

• 必要な経費を認識

• 予算案 ＝ 計画案

• 実行可能な計画か

• 継続可能な計画か

• 家族・周囲の理解

採択されたら自信を持って前にすすもう！
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こどもまんなか社会の実現に向けて

こどもの力を信じて年齢相応に支援する
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令和３年度 即時型食物アレルギーによる健康被害に関する全国実態調査



東京都 令和元年アレルギー疾患に関する3歳児全都調査

23



人々が集う心豊かな時間、
そこにはいつも飲食がともなう

ケーキを囲むと自然と笑顔があふれます

飲食を介して友達との距離が縮まります

楽しい季節行事やお祭りはその時期の

食材が登場して盛り上がります

宿泊を伴う合宿や遠征は

仲間の絆を深めます
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ご清聴ありがとうございました。

NPO法人ピアサポートF.A.cafe

会長・理事 服部佳苗
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